
1972年の相関図 (第三章 ) 雑誌『文藝世界』に投稿された投書

ナイトクラブ「赤椿」

四十間 了永 久坂 如水

伊夜 尾藤 文太郎

かな子

理奈

紗綾 増田 元樹

「800年生きたという伝説の女性八百比丘尼（やおびくに）が赤い椿を持って
全国を周っていた」という話から「若い女性がいつまでも集まるように」という由来で
「赤椿」と名付けられた。

医学生。
お客として赤椿にやってきた。
酔っ払って伊夜に「トキジク」の話をする。
不老の歌姫と噂される紗綾に興味を持つ。
勝手にステージに上がっていた。

変わらない美貌と歌声で人気の歌姫。
不老なのでは噂される。
ステージを降りろと脅迫が続き
今夜のステージで引退することを決意。
ラストステージで着るはずの
ドレスが破られていて出番が遅れる。

この話を「文藝世界」に
投書した本人。
紗綾の大ファンで赤椿に
勤めはじめる。
接客係。

歌手見習い。
紗綾の教え子で紗綾に
強い憧れを抱いている。
紗綾の出番まで自分が場をつなぐと
舞台に上がる。

探偵
オーナーから脅迫について調査を
依頼され来ていた。

オーナー
最近ピリピリしていて怒りっぽい。
紗綾が脅迫されていることを
伊夜に相談する。

接客係のリーダー
ステージに上がった了永を
降ろした。

機材スタッフ
紗綾とふたりでリハーサルを
行っていた。


